
＜実施内容＞

＜記録写真＞

屋台の様子 合気道クラブの演舞

＜参加者からのコメント＞

フィリピンチームは2週間前から準備を始めた。授業
はとても忙しかったけれど、毎日1時間はダンスの練
習と衣装つくりに専念した。故郷の味を思い出しなが
ら料理の準備にもかなりの時間を費やした。チーム
メンバー全員美しいフィリピンの文化を紹介したいと
思いながら準備した。
ダンスは大成功でたくさん褒められた。屋台も大盛
況だった。成功はみんなの協力の賜物。このイベン
トは友情を育む機会となった。
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私はインドチームの代表として、料理ブースを担当し
た。インドチームはベルプリ（インドのポン菓子。甘い
のと塩味とスパイシー風味）とマンゴージュースを
作った。お客さんがくると、どの味のベルプリがいい
か聞いた。お客さんは近所からの人もいたし、東京
等遠くから来てくれた人もいた。自分の国の料理を
売るのはとても楽しかったが、一番楽しかったのは、
お客さん私たちの料理を褒めてくれたことです。とて
も素晴らしい経験になった。

南魚沼市との共催で「多文化ふれあいコミュニティ事業」として「インターナショナルフェスティバル2016」を
開催した。「インターナショナルフェスティバル」は毎年学生主導で開催している国際大学の一大イベントで
ある。今年も晴天に恵まれ2700名の来場者があった。留学生、日本人学生、および地域の方々が、それ
ぞれの国・地域のダンスや歌、料理を披露した。
屋外には16の国・地域の料理屋台が並び、1皿50円から100円で販売した。留学生は自国の民族衣装に
身を包み、来場者との会話も弾んだ。
体育館のステージでは、地元の和太鼓サークルと阿波踊りチームが開会を盛り上げた。各国チームの歌
や踊りに加え、剣道クラブ、居合道クラブ、合気道クラブの留学生がそれぞれ演舞を披露した。
学生、来場者双方にとって、異文化を体験する機会となり、楽しい交流の場となった。
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多文化ふれあいコミュニティ事業　インターナショナルフェスティバル2016

2016年5月14日（土）午後2時から6時

国際大学　体育館　及び　野外特設会場

地域住民

ﾙｰｳｨｰ ・ｱﾝﾄﾞﾚﾝ・ﾒﾃﾞｨﾅ・ｲﾝﾀﾗﾝ（フィリピン）
Louie Aldrin Medina Intalan

アロク・クマール・ドゥベイさん（インド）
Alok Kumar Dubey

フィリピンチームダンスのフィニッシュ

スタッフ 大学関係者 来場者等 合計
参加者数

外国人留学生 その他外国人 日本人学生
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	様式６－３（HP用原稿）

